
金
調
停
官
蹴
志
巻
廿
八

門
・
森
川
伊
織
と
あ
り
。
さ
れ
ば
此
の
年
十
月
兄
勘
解
尚
夜
し
け
る

底
、
遺
跡
相
続
の
事
に
付
き
苦
情
出
来
し
、
弟
伊
織
家
総
を
僻
し
て

退
去
し
‘
家
名
絶
え
た
る
も
の
也
。

O
村
山
豊
前
奮
邸

周
事
昌
披
問
答
に
云
ふ
。
利
常
卿
の
時
、
村
山
盟
前
と
て
二
千
石
賜

は
り
、
足
経
頭
に
て
、
溜
野
川
小
橋
の
下
、
今
の
前
回
主
膳
居
屋
敷

の
所
に
居
住
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
前
回
主
膳
は
監
物
の
組
也
。

さ
れ
ば
共
の
初
め
村
山
盟
前
此
の
地
に
居
住
し
、
盟
前
の
跡
へ
森
川

勘
解
由
来
り
、
勘
解
由
の
跡
を
ば
前
回
氏
に
賜
は
り
た
る
も
の
也
。

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
頭
註
に
も
、
村
山
盟
前
が
居
第
は
、
今
の
前

間
帯
部
の
第
地
怠
り
。
と
い
へ
り
。

。
村
山
豊
前
偉

盟
前
の
子
孫
た
き
ゆ
ゑ
.
其
の
履
隠
鮮
か
・
な
ら
歩
。
元
和
元
年
の
士

艇
に
、
畿
地
頭
二
千
石
村
山
型
前
、
長
組
。
と
見
h
、
寛
永
四
年
の

士
帳
に
、
長
九
郎
左
衛
門
・
宮
岡
下
縁
組
足
軽
頭
。
と
あ
り
。
三
登
記

の
治
加
に
、
村
山
盟
前
は
元
来
池
田
家
に
仕
へ
て
、
大
坂
陣
の
時
松

平
左
衛
門
殿
の
備
に
居
た
り
。
不
作
法
の
事
あ
り
て
、
左
衛
門
殿
よ

り
暇
出
で
牢
人
し
け
る
を
、
利
常
卿
被
=
聞
召
一
元
和
三
年
の
頃
召
出

り
た
り
。
八
助
友
ど
中
.
々
出
で
申
す
ゃ
う
成
る
所
陀
無
v
之
、
烈
敷
場

所
の
よ
し
云
ひ
け
る
底
へ
或
者
参
懸
り
此
の
儀
承
り
、
扱
三
盟
前
大

き
な
る
虚
言
な
り
。
八
助
は
拙
者
姪
撃
た
り
。
八
助
出
で
た
る
場
へ

共
の
方
・
な
ど
つ
ら
出
し
仕
る
事
も
成
問
敷
よ
し
と
み
付
け
L
る
に
、
.

返
事
も
せ
宇
、
御
限
申
す
と
て
罷
蹄
り
た
り
。
跡
に
亭
主
、
御
自
分

と
八
助
と
縁
者
の
沙
汰
初
て
承
り
た
る
よ
し
申
侯
へ
ば
、
縁
者
は
扱

置
き
.
近
付
陀
て
も
無
v
之
候
へ
ど
も
、
徐
り
に
過
言
申
故
と
み
付
候

と
て
笑
ひ
け
り
。
叉
或
時
梶
川
摘
左
衛
門
事
主
に
て
‘
寄
合
峨
し
け

る
底
へ
、
跡
よ
り
参
り
け
る
者
・
只
今
馬
場
に
て
村
山
盟
前
馬
に
衆

り
居
た
る
よ
し
申
し
け
れ
ば
、
摘
左
衛
門
承
り
‘
左
様
験
と
て
刀
を

差
し
・
裏
口
よ
り
馬
場
へ
参
り
た
る
鉢
也
。
何
ぞ
口
論
に
て
も
可
v
仕

欺
、
無
a
心
一
冗
-
と
て
、
一
座
の
者
跡
よ
り
参
り
見
け
る
に
、
踊
左
衛
門

は
土
居
に
腰
を
か
け
居
た
り
。
盟
前
我
が
前
を
乗
り
通
る
時
、
ペ
カ

カ
ア
と
云
ひ
て
、
雨
手
を
し
て
目
を
む
き
、
度
々
見
せ
た
り
。
盟
前

は
棉
ひ
た
く
馬
衆
仕
廻
ひ
、
下
り
ざ
ま
に
我
が
若
黛
に
向
ひ
、
あ
れ

は
聞
及
び
た
る
梶
川
揃
左
衛
門
と
云
ひ
‘
草
臥
れ
た
ゃ
う
た
り
と
い

ひ
て
‘
外
に
擬
勢
も
無
v
之
と
也
。
此
の
外
蛍
家
に
て
は
度
々
込
付
け

ら
れ
、
出
来
た
る
明
無
v
之
、
御
殿
申
上
げ
立
退
き
た
り
。
後
年
意
趣

金
揮
官
蹴
志
巻
サ
八

八

者
を
相
手
と
有
り
て
は
、
切
腹
は
不
昌
罷
成
-
由
申
立
て
、
佐
和
山
を

浪
人
し
た
り
。
共
の
外
方
々
家
中
に
て
口
論
限
り
も
無
v
之
尚
。
お
盟

前
を
二
千
石
に
て
前
問
家
へ
被
=
召
抱
二
百
家
に
て
は
盟
前
向
来
酬
明
も

無
v
之
。
或
時
指
料
の
長
刀
を
取
出
し
、
さ
ま
ん
¥
手
柄
哨
ど
も
傍
若

無
人
に
申
し
た
る
底
へ
、
不
破
彦
=
一
参
り
、
則
ち
指
居
た
る
脇
刺
を

抜
放
し
、
盤
前
の
鼻
先
へ
指
つ
け
‘
是
を
見
て
置
候
へ
、
新
奉
者
の

あ
た
ま
割
と
い
ふ
名
物
の
由
申
し
け
れ
ば
、
前
の
腐
言
も
相
止
み
‘

一
品
目
の
返
答
も
無
v
之
.
h
め
/
¥
と
仕
居
た
り
と
。
叉
或
時
他
所
へ

見
舞
ひ
、
帯
主
に
肉
ひ
、
大
坂
に
て
蜂
須
賀
殿
家
来
河
問
八
助
の
鱗

の
楯
を
取
り
た
る
哨
出
で
た
り
。
盟
前
云
ふ
。
共
の
場
に
拙
者
能
在

さ
れ
、
二
千
石
賜
は
り
た
り
o
と
あ
り
o
錠
宇
る
に
、
元
和
二
年
よ
一

り
吾
が
藩
に
奉
仕
せ
し
た
る
べ
し
。
さ
て
懐
恵
夜
穏
に
‘
村
山
盟
前

は
方

h

今
渡
り
奉
公
仕
り
、
無
v
隠
大
口
者
に
て
、
依
和
山
井
伊
姉
部
に

罷
在
時
、
四
百
石
を
取
り
、
用
人
某
と
口
論
仕
出
し
‘
用
人
堪
忍
難
v

仕
打
果
す
ぺ
し
と
て
、
次
の
間
へ
刀
を
取
り
に
立
ち
け
る
時
.
盟
前

穫
を
懸
け
、
臆
病
者
逃
げ
る
友
と
い
ふ
。
共
時
人
々
一
居
り
合
ひ
、
さ
へ

わ
け
た
り
。
掃
部
よ
り
双
方
切
腹
被
=
申
付
-
蕗
に
、
御
慰
に
切
腹
見

せ
る
や
う
に
と
の
事
た
ら
ぽ
長
可
v
申
、
逃
廻
り
申
す
や
う
な
る
臓
病

討
に
逢
ひ
て
相
果
て
た
り
。
と
い
へ
り
。
叉
=
ζ
虫
記
遁
加
に
は
‘
村

山
盟
前
は
元
来
池
岡
家
に
仕
へ
て
、
大
坂
陣
の
時
松
平
左
術
門
殿
の

備
に
居
た
り
。
左
衛
門
殿
仕
寄
の
前
に
竹
束
を
付
寄
せ
.
黒
が
ね
の

栃
五
・
六
枚
付
け
寄
せ
け
る
慮
、
城
中
よ
り
石
地
を
打
出
し
、
楯
・
竹

来
を
打
倒
す
w
依
り
て
寄
手
放
軍
せ
り
。
城
中
よ
り
赴
を
見
て
笑
ひ
、

此
の
備
を
取
返
さ
宇
ん
ば
‘
天
下
の
商
固
な
く
.
臆
病
者
と
呼
ぱ
h

り
け
れ
ば
、
左
衛
門
殿
の
陣
よ
り
川
問
太
郎
左
衛
門
と
云
ふ
大
力
の

者
走
出
で
、
彼
の
楯
を
ば
五
枚
重
ね
て
背
負
ひ
、
名
を
名
乗
り
て
引

取
り
け
り
。
川
問
に
綾
〈
大
力
臼
井
十
太
夫
と
云
ふ
者
あ
り
。
此
の

者
出
て
取
返
す
か
と
、
諸
人
目
を
留
め
け
れ
ど
出
ゃ
。
村
井
盟
前
も

随
分
力
量
あ
れ
ば
、
見
か
ね
て
つ
ど
き
出
で
、
楯
一
枚
を
片
手
に
て

引
宇
り
.
陣
小
屋
二
脚
り
け
り
。
共
の
後
臼
井
十
太
夫
臆
病
也
。
カ

は
あ
れ
ど
も
出
粂
ね
た
り
と
人
民
誇
り
け
り
。
十
太
夫
是
を
聞
き
、

打
果
さ
ん
と
心
懸
け
L
る
内
花
、
盟
前
不
作
法
の
事
あ
り
て
、
左
衛

門
殿
よ
り
暇
出
で
牢
人
し
け
る
を
.
利
常
卿
被
目
白
聞
召
つ
冗
和
=
一
年

の
頃
被
=
召
出
一
二
千
石
被
v

下
け
り
。
盟
前
牢
人
の
内
に
上
方
浪
人
よ

り
金
子
借
用
し
、
遂
に
返
輪
開
せ
ざ
れ
ば
‘
貸
主
金
滞
へ
来
て
催
促
す
o

盟
前
た
ば
か
り
呼
寄
せ
‘
彼
の
貸
主
を
殺
害
せ
り
。
然
る
に
元
和
九

九




